
2024（令和6）年５月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

組合事務所のお休みについて
６月17日（月）は、本部事

務所をお休みいたします。

ご不便をお掛けいたしま

すが、ご理解・ご協力のほど

よろしくお願いいたしま

す。

全
建
総
連
東
海
地
方
協
議
会
（
東
海
地
協
）
は
、「
大
衆
増
税
反
対
行
動
」
の
一
貫
と
し

て
、
四
月
六
日
（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で
名
古
屋
駅
前
に
て
、「
さ
ら
な
る
消
費

税
増
税
な
ど
大
衆
増
税
反
対
の
世
論
を
喚
起
す
る
地
元
街
宣
行
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

地地
元元
かか
らら
声声
をを
上上
げげ
よよ
うう
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増増
税税
反反
対対
街街
宣宣
行行
動動
東東海海地地協協

増税反対を訴える役員

全
建
総
連
の
西
税
金
対
策
部

長
を
は
じ
め
、
全
建
愛
知
か
ら

は
鈴
木
執
行
委
員
長
、
井
上
書

記
長
、
宮
上
税
金
対
策
部
長
、

加
藤
・
倉
原
部
員
、
中
村
・
石

原
書
記
が
参
加
し
、
四
県
連
・

組
合
か
ら
総
勢
二
十
五
名
で
の

行
動
と
な
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
西
税
金
対
策
部

長
と
鈴
木
東
海
地
協
議
長
（
全

建
愛
知
執
行
委
員
長
）
の
挨
拶

の
後
、
各
自
が
「
公
平
な
税
制

の
確
立
を
！
」
と
書
か
れ
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
ち
、
土
曜
日

に
駅
前
で
増
税
反
対
を
訴
え
な

が
ら
配
布
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
五
類
移
行
後
、
五
年
ぶ
り

の
実
施
と
な
り
、
拡
声
器
を

使
っ
た
街
頭
演
説
活
動
も
同
時

に
行
い
、
街

頭
演
説
の
中

で
、
「
政

府

は
昨
年
の
十

月

一

日

か

ら
、
新
た
に

イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
を
導
入

し
、
私
た
ち

か
ら
税
金
を

吸
い
上
げ
る

シ
ス
テ
ム
を

確
立
さ
せ
ま

し
た
。
建
設

業
の
一
人
親

方
だ
け
で
な

く
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
し
て

働
く
多
く
の

皆
さ
ん
は
制

度
に
対
応
し

た
事
務
作
業
を
求
め
ら
れ
、
消

費
税
を
新
た
に
支
払
う
義
務
が

生
じ
ま
す
。
更
に
激
し
い
物
価

高
の
中
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
。

東
海
地
協
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
で
、
消
費
税
増
税
を
中
心

と
し
た
、
さ
ら
な
る
大
衆
増
税

に
反
対
を
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
は
内
容
の
見
直
し

と
、
特
例
措
置
の
延
長
を

求
め
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
と
も
に
反
対
の
声
を

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
訴
え
か
け
ま
し
た
。

今
後
も
、
全
建
愛
知
で

は
全
建
総
連
や
東
海
地
協

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

消
費
税
や
所
得
税
増
税
反

対
を
訴
え
、
私
た
ち
の
仕

事
と
生
活
を
守
る
た
め
の

活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

ティシュを手渡しながら呼びかけ

名駅前で多くの通行人へ向けて実施

豊豊橋橋事事務務所所閉閉鎖鎖ののおお知知ららせせ
このたび、諸般の事情により令和６（2024）年５月31日をもちまし

て豊橋事務所を閉鎖することといたしましたのでお知らせいたします。

豊橋事務所は昭和55（1980）年６月に開所し、平成８（1996）

年10月に現住所に事務所を移転し、営業を続けてまいりました。

これまでの豊橋事務所への皆様からのご愛顧に深く感謝申し上げま

す。

閉鎖後の豊橋事務所のお問い合わせにつきましては本部事務所にて承

ります。各種お手続きにつきましては下記「本部事務所」にて郵送、メー

ルまたはお電話等で対応させていただきます。

大変ご不便をおかけいたしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

【本部事務所】
住所 ：〒455-0008

名古屋市港区九番町４-１-10

TEL ：052-659-0288

IP ：050-3785-1684

FAX ：052-653-0181

E-mail：honbu@zenken-aichi.com

※豊橋事務所の電話番号と FAX 番号は６月１日以降不通となります

のでご承知おきください。

中
建
国
保
の
保
険
証
の
有
効

期
間
は
、
四
月
一
日
～
三
月
末

日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

昨
年
は
有
効
期
限
に
合
わ
せ

て
、
所
属
す
る
各
支
部
で
保
険

証
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
郵
送
に
て
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

新
年
度
（
令
和
六
年
四
月

～
）
の
健
康
保
険
証
は
、
三
月

中
旬
に
発
送
し
ま
し
た
「
自
動

引
落
金
額
の
お
知
ら
せ
」
と
同

じ
宛
先
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送

付
し
ま
し
た
が
、
宛
先
不
明
や

郵
便
局
で
の
保
管
期
間
超
過
な

ど
に
よ
り
、
返
送
さ
れ
た
健
康

保
険
証
は
組
合
事
務
所
で
保
管

し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
新
年

度
の
保
険
証
が
な
い
方
は
、
組

合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
住
所
変
更
手
続
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

住
所
変
更
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
い
て
か
ら
の
新
保
険
証

の
発
行
と
な
り
ま
す
。
組
合
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
証
の
交
換

五
百
二
十
円
分
の
切
手
と
期

限
切
れ
の
古
い
健
康
保
険
証
を

封
筒
に
入
れ
、
組
合
（
本
部
事

務
所
）
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
（
直
接
手

渡
し
）
に
て
、
新
年
度
の
健
康

保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

中建国保

新新
年年
度度
のの
保保
険険
証証
がが
なな
いい
方方
はは

組組
合合
へへ
ごご
連連
絡絡
くく
だだ
ささ
いい
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要要
予予
約約
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でで

受受
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場場
合合

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

（２）2024（令和６）年５月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て

「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家

族
被
保
険
者
」
に
限
り
ま

す
。但

し
、
二
十
歳
未
満
の
家

族
被
保
険
者
の
方
が
希
望
す

る
場
合
は
、
実
費
負
担
で
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合

員
及
び
組
合
員
外
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組

合
員
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
（
市
町
村
・
協
会

け
ん
ぽ
等
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診

（
二
日
法
）
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛

生
法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含

ま
れ
た
健
診
を
実
費
負
担
な

し
で
受
診
で
き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

をを
ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

表表
１１
「
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選

択
し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約

を
二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合

員
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
受
診
日
当
日
、

必
ず
窓
口
へ
「
健
康
保
険

証
」
を
呈
示
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で

待
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム

ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加

（
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
等
）
は
可
能
で
す

が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は

自
己
負
担
、
当
日
払
い
に

な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以

外
で
受
診
し
た
場
合
、
中
建

国
保
の
規
定
の
条
件
（
受
診

者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満

た
し
て
い
な
い
と
補
助
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

③③
事事
業業
者者
健健
診診

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の

従
業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
事
業
者
健
診
の
実
施

義
務
が
優
先
す
る
た
め
、
中

建
国
保
は
、
特
定
健
診
の
結

果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し

て
上
限
一
万
一
千
円
を
支
払

い
ま
す
。
ま
た
、
「
①
契
約

健
診
機
関
」
の
受
診
も
可
能

で
す
。
そ
の
際
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま

た
は
五
人
以
上
の
従
業
員

が
い
る
個
人
事
業
所
で
健

保
適
用
除
外
手
続
き
を
し

て
い
る
事
業
所

補補
助助
金金
額額

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

の
健
診
を
受
診
し
た
場
合
、

上
限
一
万
一
千
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

④④
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十

五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、

六
十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

が
、
特
定
健
診
に
か
え
て
、

人
間
ド
ッ
ク
（
表表
２２
「「
必必
須須

検検
査査
項項
目目
」」
を
含
む
）
費
用

が
三
万
円
以
上
の
健
診
の
場

合
、
健
診
費
用
に
応
じ
て
補

助
を
し
ま
す
。
健
診
費
用
が

三
万
円
以
上
四
万
円
未
満
の

場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、

二
万
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
三
万
円
未
満
の
場
合

は
、
一
万
一
千
円
ま
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率
六
十
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
す
る
場
合
は
、
①
〜
④
の
受
診
方
法
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

何
か
と
ご
不
便
や
ご
負
担
な
ど
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

注意事項

集集団団健健康康診診断断以以外外のの受受診診方方法法

契約健診機関以外でも下記「必須検査項目」を受診することで、補助が

受けられます。

（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

下記、契約健診機関で、中建国保の組合員として予約をすることで無料で受診
することができます。

表表１１ 契契約約健健診診機機関関一一覧覧表表

表表２２ 必必須須検検査査項項目目
Ⓐ【基本健診項目】

■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

収縮期血圧・拡張期血圧

■血液検査

空腹時または随時中性脂肪（食後）・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬ

コレステロール・ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時

または随時血糖（食後）

■尿検査

尿糖・尿たんぱく

Ⓑ【胸部直接レントゲン撮影】
間接レントゲンは不可

Ⓒ【がん検診】
がん検診であれば項目は問いません

【詳細な健診項目】（医師の判断による追加項目）

心電図・赤血球数・血色素量（ヘモグロビン値）・ヘマトクリット値・眼底検査

Ⓐ基本的な健診項目…………補助額7,000円（最大）

Ⓑ胸部直接レントゲン撮影…補助額2,000円（最大）

Ⓒ各種がん検診………………補助額2,000円（最大）

「Ⓐの基本健診項目」を満たしていないと補助が受けられない場合があります。

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、「女性専用」の健康診断機関になります。ご注意ください。

※表１★印以外の契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レン

トゲンデータやフィルムを組合までご提出ください。

適用除外事業所（法人・従業員5人以上の個人事業所）についても表２「必

須検査項目」を受診することで補助が受けられます。

（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

予約受付時間

月～金曜日８：５０～１７：００

土曜日８：５０～１２：００

月～金曜日
９：００～１６：３０

月～金曜日９：００～１７：００
土曜日（第一土曜以外）９：００～１３：００

火～土曜日
９：００～１７：００

月火水金曜日９：００～１９：００
木土曜日９：００～１１：３０担当：高見

月～金曜日
８：００～１７：００

月～金曜日８：３０～１７：００
土曜日８：３０～１１：３０

月～金曜日８：３０～１７：００
土曜日８：３０～１１：００

月～金曜日９：００～１７：００
土曜日９：００～１１：００

月～金曜日
９：３０～１７：００

月～金曜日９：００～１７：３０
土曜日９：００～１２：３０

月～金曜日１０：００～１７：００
土曜日１０：００～１４：００

月～金曜日８：３０～１７：３０
土曜日８：３０～１２：３０

火～土曜日
８：３０～１６：００

月～土曜日
８：３０～１７：００

月～金曜日８：００～１８：００
土曜日８：００～１７：００

月～水・金曜日８：３０～１２：００ １６：００～１９：００
木・土曜日８：３０～１２：００

月～金曜日
９：００～１６：００

月～水・金・土曜日
９：００～１７：００

電話番号

０５２-８２１-００９０

０５２-７３２-２２００

０５３３-５９-７１７１

０５６６-７５-７５１５

０５２-４８１-９１９１

０５２-４８６-６８７５

０５６１-８２-６１９４

０１２０-４８９-５４５

０５６４-２４-２２１７
０ ５ ６ ７ - ２ ８ - ５ １ ５ １

（内線３１１１）

０５６９-２７-７８８７

０５６５-５７-３３６６

０５３２-６１-３０００

０５２-７３７-６５００

０５８６-６３-３２００

０５６２-９３-８２２２

０５８６-７３-８８１８

０５０-３５４１-２２６７

０５６６-４１-６５４８

所在地

名古屋市南区千竈通７-１６-１
名古屋市中区錦３‐１６‐２７
栄パークサイドプレイスＢ１

名古屋市中村区那古野１-４７-１
国際センタービル１０Ｆ

名古屋市中村区名駅３-２８-１２
大名古屋ビルヂング９Ｆ

愛知郡東郷町大字春木字白土１-１８８４

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町１４-１４

名古屋市中村区道下町２-２６

名古屋市中区錦２-５-１２

瀬戸市共栄通１-４８

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-１０

津島市橘町３-７３

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-１２

豊橋市吾妻町１３７
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３Ｆ

一宮市小信中島字郷中１０４

豊明市沓掛町石畑１８０-１

一宮市松降通７-２２

名古屋市中区栄２-１０-１９

碧南市新川町３-８８

契約健診機関名

★名古屋セントラルクリニック

★名古屋栄セントラルクリニック

★国際セントラルクリニック

★大名古屋ビルセントラルクリニック

★和合セントラルクリニック

★オリエンタル労働衛生協会

★オリエンタル蒲郡健診センター

★三河安城クリニック

★ライフ健康クリニック

★ライフハロークリニック

★瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

②②契契約約健健診診機機関関以以外外でで受受診診すするる（（個個人人健健診診））

③③事事業業者者健健診診

【年度内随時】

①①契契約約健健診診機機関関でで受受診診すするる 【【要要予予約約】】

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済
ま
せ

い
た
だ
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で
、
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・

飴
な
ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
診
補
助
は
年
度
内
①
～
④
の
い
ず
れ
か
一

つ
に
な
り
ま
す
。

New

New
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全
て
の
法
人
事
業
所
と
従
業

員
五
人
以
上
の
個
人
事
業
所

は
、
法
律
に
よ
り
「
協
会
け
ん

ぽ
」
と
「
厚
生
年
金
」
へ
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
す
で
に
中
建
国
保

に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
は

「
健
康
保
険
適
用
除
外
承
認
申

請
」
を
行
い
、
承
認
を
受
け
る

こ
と
で
健
康
保
険
は
中
建
国
保

に
残
っ
た
ま
ま
年
金
だ
け
を
厚

生
年
金
と
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。ま

た
、
適
用
除
外
の
承
認
を

受
け
た
事
業
所
が
従
業
員
を
新

た
に
雇
用
す
る
場
合
も
「
健
康

保
険
適
用
除
外
承
認
申
請
」
を

行
い
、
承
認
を
受
け
る
こ
と
で

厚
生
年
金
と
中
建
国
保
の
組
み

合
わ
せ
で
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
ど
ち
ら
も

事
実
の
発
生
し
た
日
（
法
人
設

立
年
月
日
や
雇
用
年
月
日
）
か

ら
原
則
十
四
日
以
内
に
行
う
必

要
が
あ
り
、
短
期
間
の
内
に
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
、

中
建
国
保
の
資
格
を
失
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

「
健
康
保
険
適
用
除
外
」
の
手

続
き
を
行
わ
な
い
ま
ま
既
に
法

人
化
さ
れ
た
方
、
こ
れ
か
ら
法

人
設
立
を
検
討
し
て
い
る
方
は

組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
但
し
、
年
金
事
務
所
が
「
や

む
を
得
な
い
と
認
め
た
場
合

（
天
災
地
変
、
交
通
・
通
信
関

係
の
事
故
や
ス
ト
等
に
よ
り
適

用
除
外
の
申
請
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
場
合
や
、
法
人
登
記
の

手
続
き
に
日
数
を
要
す
る
場
合

な
ど
）
」
に
限
り
、
原
則
十
四

日
以
内
の
手
続
き
日
数
を
超
え

て
も
事
実
の
発
生
し
た
日
に
遡

及
し
て
承
認
し
て
差
し
支
え
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
理
由
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

中
建
国
保
の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
職
種
の
変
更
・
組
織
変

更
（
個
人
か
ら
法
人
）
・
従
業

員
五
人
以
上
の
雇
用
・
転
業
・

廃
業
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速

や
か
に
組
合
の
健
康
保
険
・
共

済
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中中
建建
国国
保保
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

健健
全全
なな
運運
営営
のの
たた
めめ

※中建国保既加入者で法人設立等、事実発生日
から14日以内の手続きが原則です。

こんな場合は、全建愛知にお気軽にご相談ください！！

健健康康保保険険のの異異動動手手続続きき
皆さんの世帯で次のような異動があったら…

速やかに組合へ届出をお願いします

子子どどももがが親親元元をを離離れれてて
就就学学すするるとときき

住住所所がが変変わわっったたとときき

※家族が学校へ通うために、組合員（親元
など）の世帯から住民票を移した場合

就就職職、、死死亡亡、、転転出出ななどどでで
家家族族がが減減っったたとときき

出出生生、、結結婚婚、、転転入入ななどどでで
家家族族がが増増ええたたとときき

この春、小学校１年生・中学校１年

生となるお子様へ組合から小学入学祝

金１万円、中学入学祝金１万円をお贈りします。

昨年、小学校・中学校に入学のお子様で未申請の方も、この機

会に申請してください。

※ただし、昨年中学入学の方の祝金は５千円になります。

例
年
四
～
五
月
に
か
け
て
、
住
所
変
更
・
扶
養

家
族
の
就
職
に
関
す
る
家
族
喪
失
等
の
届
出
書
類

が
集
中
す
る
時
期
と
な
り
、
健
康
保
険
・
共
済
係
宛

の
郵
送
に
よ
る
届
出
が
増
大
し
ま
す
。

郵
送
で
受
付
し
ま
し
た
書
類
の
手
続
き
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
返
し
に
二
週
間
程
度
見
込
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
急
ぎ
の
場
合
は
窓
口
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ

う
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合

健
康
保
険
・
共
済
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

四四
〜〜
五五
月月（（
繁繁
忙忙
期期
））のの
郵郵
送送
でで
のの

提提
出出
書書
類類
・・
健健
康康
保保
険険
証証
にに
関関
すす
るる

各各
種種
手手
続続
きき

保保険険証証をを紛紛失失、、
破破損損ししたたとときき

氏氏名名がが変変わわっったたとときき

※それぞれ、状況に応じて提出していただく書類が異なります。まずは組合までご連絡ください。

問合 健康保険・共済係まで。

小小学学校校・・中中学学校校入入学学おおめめででととうう

速やかに手続きを
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現現
行行
補補
助助
水水
準準
確確
保保

二
〇
二
四
年
度
政
府
予
算

は
三
月
二
十
八
日
に
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。
国
保
組
合

の
予
算
総
額
は
団
塊
世
代
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
よ
る
被
保
険
者
減
と

所
得
調
査
結
果
に
よ
る
定

率
・
普
通
調
整
補
助
金
の
減

額
が
大
き
く
影
響
し
、
二
千

六
百
四
十
九
億
四
千
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
予
算

を
積
算
す
る
一
人
当
た
り
医

療
費
の
伸
び
を
直
近
の
伸
び

率
で
見
積
ら
せ
、
現
行
補
助

水
準
確
保
の
見
通
し
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加
え

て
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
補
助
金
、
高
額
医
療
費

共
同
事
業
補
助
金
を
増
額
確

保
で
き
た
こ
と
は
予
算
要
求

の
運
動
の
成
果
で
す
。

大大
変変
重重
要要
なな
運運
動動

私
た
ち
が
加
入
し
て
い
る

中
建
国
保
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
支
払
う
保
険
料
と
、

国
か
ら
の
補
助
金
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、
中

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
よ
る
直
接
行
動
で
あ

り
、
国
保
組
合
に
対
す
る
補

助
金
確
保
を
す
る
た
め
に
大

変
重
要
な
運
動
で
す
。
政
府

が
進
め
る
全
世
代
型
社
会
保

障
制
度
改
革
の
中
で
、
次
元

の
異
な
る
少
子
化
対
策
の
財

源
確
保
、
診
療
・
介
護
・
障

害
福
祉
報
酬
の
同
時
改
定

で
、
社
会
保
障
費
の
徹
底
し

た
歳
出
改
革
の
中
で
、
現
行

補
助
水
準
の
確
保
と
い
う
成

果
を
築
い
た
大
き
な
要
因

は
、
全
建
愛
知
の
組
合
員
及

び
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
五
万
六

千
百
二
枚
（
夏
／
二
万
七
千

七
百
五
十
五
枚
、
秋
／
二
万

八
千
三
百
四
十
七
枚
）
、
全

国
で
は
二
百
四
十
七
万
九
千

七
十
四
枚
（
夏
／
百
二
十
三

万
九
千
七
百
四
十
八
枚
、
秋

／
百
二
十
三
万
九
千
三
百
二

十
六
枚
）
の
投
函
と
な
っ

た
、
一
人
ひ
と
り
の
仲
間
が

参
加
す
る
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

等
の
到
達
に
よ
る
も

の
で
す
。

必必
ずず
手手
書書
きき
でで

おお
願願
いい
しし
まま
すす

厚
生
労
働
省
で

は
、
皆
さ
ん
に
お
書

き
い
た
だ
い
た
全
て

の
要
請
ハ
ガ
キ
に
目

を
通
し
て
い
ま
す
。

印
刷
や
コ
ピ
ー
、
要

請
書
と
し
て
ふ
さ
わ

し
く
な
い
内
容
、
建

設
業
と
関
わ
り
の
な

い
職
種
が
記
載
さ
れ

て
い
る
ハ
ガ
キ
は
全
建
総
連

に
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
請

ハ
ガ
キ
は
、
必
ず
手
書
き
で

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
要

請
ハ
ガ
キ
は
組
合
で
ま
と
め

て
投
函
し
ま
す
の
で
、
直
接

ポ
ス
ト
へ
入
れ
ず
に
支
部
の

役
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

２２００２２４４年年度度
夏夏のの取取りり組組みみ
ハハ
ガガ
キキ
要要
請請
行行
動動
にに
ごご
協協
力力
をを

建建
設設
国国
保保
のの
安安
定定
運運
営営
のの
たた
めめ
にに

「「国国保保組組合合にに対対すするる補補助助金金確確保保ハハガガキキ」」のの書書きき方方見見本本
①

ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
本
人
と
の
続
柄
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
私
の
夫
」
、
「
私
の
父
」
、
「
私
の
息
子
、
兄
弟
、
孫
」
な
ど
。

②

必
ず
、
組
合
員
本
人
の
職
種
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
職
業
を
記
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③

ハ
ガ
キ
の
文
面
を
書
い
た
方
の
「
住
所
と
氏
名
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

必
ず
手
書
き
で
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ピ
ー
・
印
刷
・
パ
ソ
コ
ン
作
成
は
全
て
不
可
と
な
り
ま
す
。

組
合
で
一
斉
投
函
す
る
た
め
、
こ
の
ハ
ガ
キ
は
必
ず
所
属
支
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

昨年秋、皆さんにお書きいただいたハガキ

中
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

の
健
康
を
願
い
、
保
健
事
業
と

し
て
保
養
施
設
の
利
用
に
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

余
暇
を
利
用
し
て
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

補
助
の
対
象
者
は
、
補
助
対

象
の
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
日

に
お
い
て
、
中
建
国
保
の
被
保

険
者
資
格
が
あ
れ
ば
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
但
し
、
宿
泊

料
金
が
無
料
の
場
合
は
補
助
の

対
象
者
か
ら
除
き
ま
す
）

補
助
金
は
、

一
人
当
た
り
三

千
円
。
年
度
内

一
回
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

（
令
和
六
年
四

月
一
日
～
令
和

七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
宿

泊
に
適
用
）

ご
利
用
方
法
は
…

①
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、

ご
希
望
の
施
設
に
直
接
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
養
施
設
は
、
「
中
建
国

保
の
便
利
帳
／
令
和
六
年

度
版
」
に
一
覧
掲
載
。

②
便
利
帳
の
「
保
養
施
設
利
用

者
補
助
金
申
請
書
」
に
フ
ロ

ン
ト
で
宿
泊
証
明
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
「
申
請
書
」
を
組
合
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
は
申
請
月
の
翌
月

末
に
組
合
員
名
義
の
指
定

口
座
に
振
込
み
ま
す
。

【【
仕仕
事事
中中（（
通通
勤勤
途途
中中
もも
含含
むむ
））のの

ケケ
ガガ
やや
病病
気気
のの
場場
合合
】】

仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
す
。

も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
の
労
災
事
故
に
備
え
、

労
災
保
険
に
、
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
組
合
員
は
必
ず
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

【【
自自
損損
事事
故故
やや
暴暴
力力
行行
為為
、、

交交
通通
事事
故故
にに
よよ
るる
ケケ
ガガ
のの

場場
合合
】】

自
損
事
故
や
暴
力
行
為
に
よ

り
、
保
険
証
を
使
用
し
て
医
療

機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、
た

だ
ち
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。第

三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
の
治
療
費
は
、
相
手

（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は
加

害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を
す

べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中
建

国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

但
し
、
こ
の
場
合
、
中
建
国

保
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に
代

わ
っ
て
治
療
費
を
一
時
的
に
立

て
替
え
る
だ
け
で
、
後
で
中
建

国
保
が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

組
合
員
側
、
相
手
側
の
い
ず

れ
も
が
任
意
保
険
未
加
入
の
交

通
事
故
の
場
合
は
、
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
や
連
絡
が
な
い
場
合
、

国
民
健
康
保
険
法
の
保
険
給
付

制
限
規
定
に
よ
り
、
医
療
費
の

全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
返

還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

問
合

健
康
保
険
・
共
済
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健健
康康
保保
険険
証証
のの
使使
用用
にに
注注
意意

中建国保

保保
養養
施施
設設
のの
利利
用用
でで
補補
助助
金金
支支
給給

ごご
家家
族族
そそ
ろろ
っっ
てて
楽楽
しし
いい
余余
暇暇
をを

労
災
事
故
は
労
災
保
険
で

①

②
③
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全建総連 組織人員の推移

組
織
拡
大
強
化
月
間
４
〜
６
月

組
合
未
加
入
の
方
が
み
え
ま
し
た
ら
、ご
紹
介
く
だ
さ
い

要
求
実
現
に
は
組
織
拡
大
が
必
要
不
可
欠

全
建
総
連
組
織
基
本
調
査

（
三
月
末
集
計
結
果
）
で
は
、

全
国
五
十
三
県
連
・
組
合
／
六

十
万
七
千
八
百
四
十
四
人
と
な

り
ま
し
た
。

私
た
ち
全
建
愛
知
は
、
今
回

の
調
査
期
間
に
お
い
て
も
最
高

現
勢
を
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の

一
年
間
（
令
和
五
年
四
月
末
～

令
和
六
年
三
月
末
）
に
お
い

て
、
三
百
十
二
人
の
実
増
（
全

国
第
二
位
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
で
は
こ
の
一
年
間
、

七
千
九
百
九
十
四
人
減
少
す
る

厳
し
い
状
況
の
中
、
私
た
ち
全

建
愛
知
は
組
合
員
皆
さ
ん
の
奮

闘
に
よ
り
最
高
現
勢
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新新
しし
いい
仲仲
間間
をを

ごご
紹紹
介介
くく
だだ
ささ
いい

現
在
、
四
月
か
ら
始
ま
っ
た

春
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
の

真
っ
只
中
で
す
。
「
数
は
力
」

を
胸
に
組
合
運
動
を
前
進
さ
せ

る
た
め
に
は
、
組
織
拡
大
行
動

が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

組
合
員
の
方
が
未
加
入
者
を

紹
介
し
、
そ
の
方
が
組
合
に
加

入
さ
れ
る
と
、
御
礼
と
し
て
「
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
」
を
進
呈
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
新
加
入
者
の
大

多
数
が
組
合
員
か
ら
の
紹
介
に

な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
、
組
合
未

加
入
の
建
設
職
人
さ
ん
が
み
え

ま
し
た
ら
、
組
合
を
ご
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夏
季
を
中
心
に
熱
中
症
の
発

生
が
相
次
ぐ
中
、
職
場
に
お
い

て
も
例
年
、
熱
中
症
が
多
数
発

生
し
て
お
り
、
重
篤
化
し
て
死

亡
に
至
る
事
例
も
後
を
絶
た
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
業

界
、
事
業
場
ご
と
に
、
熱
中
症

予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
一
年
間
の
職
場
に
お
け

る
熱
中
症
の
発
生
状
況
で
は
、

休
業
四
日
以
上
の
死
傷
者
千
四

十
五
人
、
う
ち
死
亡
者
は
二
十

八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
業
種

別
死
傷
者
数
に
つ
い
て
は
、
製

造
業
二
百
二
十
件
、
建
設
業
二

百
二
件
と
な
っ
て
お
り
、
全
体

の
約
四
割
が
こ
れ
ら
二
つ
の
業

種
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

死
亡
者
数
は
、
建
設
業
が
十

一
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
製

造
業
・
警
備
業
・
農
業
が
各
四

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
例
で

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
を
把

握
せ
ず
、
熱
中
症
予
防
の
た
め

の
労
働
衛
生
教
育
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
「
休
ま
せ
て

様
子
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
容

態
が
急
変
し
た
」
、
「
倒
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
」
な

ど
、
熱
中
症
発
症
時
・
緊
急
時

の
措
置
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

す
べ
て
の
職
場
に
お
い
て
、

基
本
的
な
熱
中
症
予
防
対
策
を

講
ず
る
よ
う
広
く
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
期
間
中
、
事
業
者

は
①
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）

の
把
握
と
そ
の
値
に
応
じ
た
熱

中
症
予
防
対
策
を
実
施
、
②
作

業
を
管
理
す
る
者
及
び
労
働
者

に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
労
働
衛

生
教
育
を
行
う
、
③
衛
生
管
理

者
な
ど
を
中
心
に
事
業
場
と
し

て
の
管
理
体
制
を
整
え
、
発
症

時
・
緊
急
時
の
措
置
を
確
認

し
、
周
知
す
る
な
ど
、
重
点
的

な
対
策
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

【【
期期
間間
】】

令
和
六
年
五
月
一
日（
水
）〜

九
月
三
十
日（
月
）。
令
和
六
年

四
月
を
準
備
期
間
と
し
、
七
月

を
重
点
取
組
期
間
と
し
ま
す
。

◎◎
熱熱
中中
症症
とと
はは
……

高
温
多
湿
な
環
境
下
に
お
い

て
、
体
内
の
水
分
と
塩
分
（
ナ

ト
リ
ウ
ム
な
ど
）
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
内
の
調
整
機

能
が
破
綻
す
る
な
ど
し
て
、
発

症
す
る
障
害
の
総
称
。
め
ま

い
・
失
神
、
筋
肉
痛
・
筋
肉
の

硬
直
、
大
量
の
発
汗
、
頭
痛
・

気
分
の
不
快
・
吐
き
気
・
嘔
吐

（
お
う
と
）
・
倦
怠
（
け
ん
た

い
）
感
・
虚
脱
感
、
意
識
障
害
・

痙
攣
（
け
い
れ
ん
）
・
手
足
の

運
動
障
害
、
高
体
温
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。

◎◎
暑暑
ささ
指指
数数

（（
ＷＷ
ＢＢ
ＧＧ
ＴＴ
））とと
はは
……

気
温
に
加
え
、
湿
度
、
風
速
、

輻
射
（
放
射
）
熱
を
考
慮
し
た

暑
熱
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
の

評
価
を
行
う
暑
さ
の
指
数
。

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
「
玉
掛
け
技
能

講
習
会
」
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
。

学
科
・
実
技
を
計
三
日
間
受

講
し
、
規
定
の
成
績
を
得
た
方

に
技
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■■
受
講
日
程
（
三
日
間
）・
会
場

◎
学
科

六
月
二
十
九
日
（
土
）

六
月
三
十
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二-

三-

一
四

◎
実
技

七
月
十
五
日
（
祝
・
月
）

愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術

専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井
二-

四-

四
八

■■
受
講
資
格

十
八
歳
以
上

【
Ａ
一
般
】

玉
掛
け
業
務
の

経
験
が
な
い
方

【
Ｂ
免
除
】

ク
レ
ー
ン
・
デ

リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
、
又
は

移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免

許
、
又
は
揚
貨
装
置
運
転
士

免
許
を
受
け
た
方
、
若
し
く

は
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運

転
技
能
講
習
、
又
は
小
型
移

動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
を
修
了
し
た
方

【
Ｃ
特
例
】
※
以
下
①
、
②
の

い
ず
れ
か

①
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー

ン
等
で
つ
り
上
げ
荷
重
若
し

く
は
制
限
荷
重
が
一
ト
ン
以

上
の
も
の
の
玉
掛
け
補
助
作

業
業
務
、
又
は
制
限
荷
重
が

一
ト
ン
未
満
の
揚
貨
装
置
の

玉
掛
け
業
務
に
、
六
か
月
以

上
従
事
し
た
方

②
玉
掛
け
業
務
特
別
教
育
を
修

了
し
、
つ
り
上
げ
荷
重
が
一

ト
ン
未
満
の
ク
レ
ー
ン
、
移

動
式
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け

業
務
に
、
六
か
月
以
上
従
事

し
た
方

■■
会
費

【
一
般
】

三
万
八
千
円

【
免
除
・
特
例
】
三
万
六
千
円

■■
締
切

五
月
十
七
日
（
金
）

■■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受受講講者者
募募 集集

「
玉
掛
け
技
能
講
習
会
」開
催

工事代金の不払いや、土地・

家屋の紛争、生活上の悩みな

ど、困ったときには組合の顧

問弁護士をご紹介いたしま

す。

初回の電話相談料は、組合

が負担しています。

お問い合わせは、組合まで

ご連絡ください。

1年間の増減
人員（人）

１̶６６

１̶５６

２̶４６

１̶８７

１̶０７

７̶１

２̶２０

８̶０

２５６

８

５̶３

１̶３４

２̶７３

７̶２

１̶０８

７̶８

２̶１

７̶，９９４

組織数
（人）

１１，６７０

１１，７２３

１２，０９３

５，９６４

７，３１１

６，４０６

５，２７９

２，７２３

１５，７３０

３，１８０

３，７１２

６，２７７

４，６１６

２，１５９

２，３９４

４，３３２

１，４３５

６０７，８４４

県連・組合

建 労 岡 山

広 島 建 労

建 設 山 口

徳 島 建 労

フ レ ッ セ

香 川 建 労

愛 媛 建 労

高 知 建 労

福 岡 建 労

全福岡建労

佐 賀 建 連

建 設 長 崎

熊 本 建 労

大 分 建 労

宮崎建産労

鹿児島建設

沖縄ユニオン

合 計

1年間の増減
人員（人）

９̶７

６̶９

１̶０４

２̶６６

１̶１

３

３̶２

３１２

１̶３２

１̶３１

２̶４８

４４

８̶０９

９̶０

３̶２

２̶７

６̶２

３̶０５

組織数
（人）

３，７７６

１，８５６

２，２７３

１６，６９９

７，１３６

４，９５３

１，９６５

１５，０５１

１８，３７４

２，２１７

１７，０６９

１２，４０１

３６，７４２

２，２７２

５０５

６２７

１，３４２

２，５６４

県連・組合

富 山 県 連

石 川 県 連

福 井 県 連

長野県建設労連

岐 阜 建 労

静 岡 建 労

愛 知 建 築

全 建 愛 知

三 重 建 労

滋 賀 建 築

京 都 建 労

大 阪 建 労

兵 庫 県 連

奈 良 建 築

アーキテクトン奈良

和歌山建労

鳥 取 県 連

島 根 建 連

1年間の増減
人員（人）

３１７

３７

１̶２２

１̶１４

１̶７８

２̶９８

２̶０８

１̶４５

５̶９

１̶０２

１４２

２２

２̶，６７１

４１

４̶３４

４̶２６

６̶４

３２

組織数
（人）

１４，８４４

２，５４８

４，８７５

６，１１７

５，１００

９，５６７

７，０９８

５，０２１

２，８９１

３，０３０

１６，１５６

６４，８３３

１２８，１００

５，４９９

２２，４８５

５１，５９６

１，７４９

１，５０９

県連・組合

北 海 道 連

青 森 県 連

岩 手 県 連

宮 城 県 連

秋 田 建 労

山 形 県 連

全建総連福島

茨 城 県 連

建 設 栃 木

群 馬 県 連

建 設 埼 玉

埼 玉 土 建

東 京 都 連

千 葉 県 連

千 葉 土 建

神奈川県連

山 梨 県 連

新潟ユニオン

めざせ！

２0,000人の組合

【2024（令和6）年3月末時点】

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症

ク
ー
ル
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」実
施

令和６年

顧問弁護士を紹介します
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（６）2024（令和６）年５月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
「
東
海
支
部
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
」
。
今
回
は
、
百
二
十
五
名

の
参
加
数
。
三
月
三
日
（
日
）
、

バ
ス
三
台
に
分
か
れ
「
寿
司
二

十
種
食
べ
放
題
と
富
士
遊
覧

船
・
い
ち
ご
狩
り
」
の
出
発
で

す
。
年
に
数
十
回
し
か
見
ら
れ

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
雲
一
つ

な
い
富
士
山
を
見
ら
れ
車
内
に

歓
喜
の
声
が
響
き
ま
す
。

そ
し
て
お
子
さ
ん
が
大
喜
び

の
い
ち
ご
狩
り
で
す
。
一
口
で

は
、
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
「
紅

ほ
っ
ぺ
」
五
十
三
粒
を
た
い
ら

げ
た
強
者
も
！
そ
の
後
の
お
寿

司
。「
雲
丹
、
い
く
ら
」

の
高
級
食
材
も
あ
り
、

お
腹
が
は
ち
切
れ
そ
う

で
す
。

こ
こ
で
一
息
つ
き
た

い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、

「
清
水
港
ベ
イ
ク
ル
ー

ズ
」
大
量
の
カ
モ
メ
に

お
出
迎
え
を
い
た
だ

き
、
イ
ル
カ
に
も
遭
遇
。
そ
し

て
富
士
山
や
駿
河
湾
の
展
望
を

楽
し
め
る
「
日
本
平
夢
テ
ラ

ス
」
へ
。
雲
も
無
く
最
高
の
眺

め
で
し
た
。

帰
り
の
車
内
で
「
う
な
ぎ
の

押
し
寿
司
」
の
お
土
産
を
も
ら

い
満
喫
し
た
レ
ク
に
な
り
ま
し

た
。今

後
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
一
度

も
参
加
さ
れ
て
な
い
方
は
ぜ
ひ
�

余
談
で
す
が
‥
‥
五
十
三
粒

の
強
者
‥
‥
う
ち
の
娘
で
す
。

【
河
野
弘
貴
通
信
員
】

客
席
へ
の
扉
を
開
け
た
時
か

ら
そ
れ
は
始
ま
っ
て
い
た
。
三

月
二
十
四
日
（
日
）
待
ち
に
待
っ

た
こ
の
日
が
や
っ
て
き
た
。
旭

瀬
戸
支
部
初
め
て
の
試
み
の
観

劇
。
参
加
者
八
十
名
の
方
々
と

奇
跡
と
感
動
の
一
瞬
を
味
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
開
演
四
十
五
分

前
か
ら
入
場
出
来
て
、
ま
だ
撮

影
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た
の
で
皆
さ
ん
撮

影
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

人
間
界
と
化
け
物
界

が
行
き
交
る
世
界
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台

の
始
ま
り
で
す
。
ス

テ
ー
ジ
に
猫
に
扮
し
た

役
者
達
が
客
席
通
路
を

ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て

走
る
猫
達
。
歌
に
踊
り

の
音
楽
と
ド
ラ
マ
の
展

開
に
興
奮
で
す
。
軽
い

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
あ
っ
た
り

役
者
達
が
舞
台
を
降
り
て
観
客

と
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
一
緒
に
踊
っ

た
り
し
て
驚
き
の
ス
ケ
ー
ル
で

の
舞
台
で
し
た
。
最
後
は
五

回
、
六
回
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
応

え
て
く
れ
ま
し
た
。

企
画
し
て
く
れ
た
伊
藤
さ
ん

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
中
井
康
二
通
信
員
】

驚
き
の
ス
ケ
ー
ル
に
感
動
と
興
奮

雲
も
無
い
最
高
の
一
日

旭
瀬
戸
支
部
／
劇
団
四
季
キ
ャ
ッ
ツ
観
劇

東
海
支
部
／
寿
司
二
十
種
食
べ
放
題
と

富
士
遊
覧
船
・
い
ち
ご
狩
り

カモメのお出迎え

キャッツの世界へ

開演まで待ち遠しい 大きな紅ほっぺ

四
月
七
日
（
日
）
に
木
曽
川

支
部
は
三
十
五
名
で
浜
松
い
ち

ご
狩
り
の
旅
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。最

初
は
、
浜
名
湖
花
博
に
行

き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
当
日
は

来
場
者
十
万
人
を
突
破
し
た
と

い
う
事
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
て
い
て
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
家

康
君
も
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。会

場
に
は
千
五
百
本
も
の
た

く
さ
ん
の
種
類
の
桜
が
植
え
ら

れ
て
い
て
ど
れ
も
満
開
で
し

た
。
花
び
ら
が
舞
い
散
る
桜
の

ト
ン
ネ
ル
を
歩
い
て
い
る
と
、

ど
こ
か
ら
か
う
ぐ
い
す
の

鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
桜
に
う
ぐ
い
す

…
。
も
、
い
い
も
の
で
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
も
満

開
で
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。「

最
高
の
お
花
見
日
和
で
楽

し
か
っ
た
」
と
皆
さ
ん
笑
顔
で

し
た
。

お
昼
の
会
席
料
理
の
後
、
花

の
舞
酒
造
へ
行
き
ま
し
た
。
酒

造
の
社
長
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
大
吟
醸
酒
か
ら
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
お
酒
ま
で
惜
し
み
な

く
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

皆
、
大
満
足
で
し
た
。
お
み
や

げ
に
ガ
ラ
ス
の
お
ち
ょ
こ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

い
ち
ご
狩
り
で
は
、
ハ
ウ
ス

の
中
赤
く
色
づ
い
た
い
ち
ご
が

た
わ
わ
に
実
り
、
摘
み
た
て
の

味
を
堪
能
す
る
こ
と
出
来
ま
し

た
。花

を
愛
で
、
お
酒
を
い
た
だ

き
、
美
味
し
い
食
事
に
フ
ル
ー

ツ
い
ち
ご
と
贅
沢
三
昧
の
一
日

で
し
た
。
【
葛
谷
正
代
通
信
員
】

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
、

全
建
愛
知
小
牧
支
部
総
会
兼
支

部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
小
牧
市
役
所
よ
り
バ
ス
一

台
に
て
、
組
合
員
と
家
族
三
十

五
名
で
、
静
岡
県
焼
津
方
面
に

出
発
し
ま
し
た
。

焼
津
市
内
の
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ

ア
松
風
閣
に
て
、
昼
食
を
と
り

支
部
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
一

年
の
小
牧
支
部
の
活
動
報
告
や

予
算
の
報
告
な
ど
を
し
た
後
、

組
合
員
さ
ん
達
に
承
認
を
頂
き

ま
し
た
。

食
事
も
思
っ
た
以
上
に
豪
華

で
、
皆
さ
ん
堪
能
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
焼
津
さ
か
な
セ
ン

タ
ー
に
寄
り
、
買
い
物
を
し
て

皆
さ
ん
手
荷
物
を
さ
げ
、
海
産

物
な
ど
を
買
っ
て
来
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
藤
枝
市
内
の
ジ
ャ

パ
ン
・
ベ
リ
ー
に
て
い
ち
ご
狩

り
を
し
ま
し
た
。
食
事
の
後
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
入
場
料
以
上

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
有
意
義

な
一
日
と
な
り
、
ま
た
、
小
牧

支
部
と
し
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。【

足
立
勉

記
】

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た

小
牧
支
部
／
支
部
総
会
＆
い
ち
ご
狩
り

最
高
の
お
花
見
日
和
で
し
た

木
曽
川
支
部
／
舘
山
寺
温
泉
で

会
席
料
理
と
浜
松
い
ち
ご
狩
り

満開のチューリップ

組
合
員
の
皆
様
、
労
働
管

理
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
提
携
し
て
い

る
社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
は
、
無
料
。

労
務
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

三
十
分
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

�
日
時

五
月
三
十
一
日
（
金
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

�
会
場
�
全
建
愛
知
会
館

�
申
込
締
切
�

五
月
二
十
四
日
（
金
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組
合

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

社会保険労務士に 社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
にに
よよ
るる

賃金
問題 無無

料料
のの
電電
話話
相相
談談
・・

個個
別別
相相
談談
会会
をを
実実
施施

ご 相 談 を ！
セクハラ・
パワハラ

労働条件
の変更

退職・解雇
その他の
労働問題

美味しいイチゴを堪能桜のトンネルをくぐって

ノーネクタイ実施
組合事務所では、５月1日

（水）より10月31日（木）ま

で、男性書記局員を対象に

「ノーネクタイ」を実施して

おります。

組合員の皆さん、組合事務

所へご来局の際は、よろしく

お願いいたします。

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引落日は

27日（月）です。24日（金）までに、

預金残高をご確認ください。

尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

ココーーナナンンＰＰＲＲＯＯででおお買買物物ををすするるとと特特別別優優待待「「３３％％割割引引」」
県内に８店舗あるコーナンＰＲＯでお得にお買物することができます。

■期 間 2024（令和６）年６月30日（日）まで

■内 容 コーナンＰＲＯでお会計の際に「組合員手帳」を

提示すると、特別優待「３％割引」にてお買物が

できます。組合員手帳の「組合員証」欄には氏名

等を記入してから、レジにお並びください。

■対象店舗

コーナンＰＲＯ一宮店

コーナンＰＲＯ宝生店

コーナンＰＲＯ小牧店

コーナンＰＲＯ新小牧パワーズ店

コーナンＰＲＯ熱田四番町店

コーナンＰＲＯ春日井稲口店

コーナンＰＲＯ新守山店

コーナンＰＲＯ浜松和田店

おお得得なな情情報報

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������
�
�
�
�
�
�
� ������

�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

2024（令和６）年５月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（７）

春
日
井
支
部
／
木
工
教
室

わ
い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

■
日
程

五
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場

落
合
公
園

緑
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場

鳴
海
商
工
会
館

春
日
井
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
勝
川

東
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

花
乃
丸

中
川
熱
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー

ト
名
古
屋

中
村
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス

碧
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

高
浜
市
南
部
第
二
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ

瑞
穂
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

浩
養
園

港
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

南
陽
交
流
プ
ラ
ザ

天
白
支
部
青
年
部
／
一
度
は
や

り
た
い
地
引
網
体
験
！
・
ヨ
ガ

体
験
教
室

■
日
程

五
月
十
二
日
（
日
）

■
行
先

内
海
東
浜
海
岸

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
＆
水
陸
両
用
バ
ス

マ
リ
ン
ラ
イ
ダ
ー
の
旅

■
日
程

五
月
十
九
日
（
日
）

■
行
先

金
山
他

岡
崎
支
部
／
メ
ロ
ン
狩
り
と

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
の
旅

■
日
程

六
月
二
日
（
日
）

■
行
先

渥
美
方
面

中
村
支
部
／
日
間
賀
島
で
新
鮮

な
た
こ
を
楽
し
む
日
帰
り
ツ
ア
ー

■
日
程

六
月
二
日
（
日
）

■
行
先

日
間
賀
島

北
支
部
壮
年
部
主
催
／

信
州
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

■
日
程

六
月
二
日
（
日
）

■
行
先

信
州
方
面

一
宮
支
部
／
信
楽
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
体
験

■
日
程

六
月
九
日
（
日
）

■
行
先

信
楽
方
面

豊
橋
支
部
／
日
帰
り
旅
行

京
都
平
安
神
宮
花
し
ょ
う
ぶ

■
日
程

六
月
九
日
（
日
）

■
行
先

京
都
方
面

緑
支
部
主
婦
の
会
／

苔
テ
ラ
リ
ュ
ウ
ム
教
室

■
日
時

六
月
六
日
（
木
）

午
前
十
時
～

■
会
場

東
が
丘
コ
ミ
セ
ン
（
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
有
松
駅
二
階
）

■
定
員

十
五
名

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
参
加
費
用

五
百
円

■
参
加
資
格

女
性
組
合
員
・

組
合
員
の
同
居
の
家
族
（
お

子
様
と
の
参
加
Ｏ
Ｋ
）

■
申
込
期
間

五
月
六
日
（
月
）
～
十
三
日
（
月
）

■
申
込

電
話
及
び
メ
ー
ル

■
問
合

服
部
ま
で

℡
０
９
０-

４
２
１
２-

９
４
７
５

北
支
部
主
婦
の
会
主
催
／

宝
塚「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
」

■
日
程

七
月
十
日
（
水
）

■
会
費

五
千
円
（
先
振
込
）

■
定
員

先
着
十
名

■
参
加
資
格

北
支
部
女
性
組
合
員
、
ま
た

は
同
居
の
女
性
の
み

■
申

込

①
氏

名
（
カ

ナ
）
②
当

日
の
年
齢
③
住
所
④
連
絡
先
携

帯
番
号
⑤
返
信
連
絡
用
の
�
番

号
か
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、

�
０
５
６
８-

３
４-

１
７
２
７

か

n
a
g
a
s
e
m

a
0
2

@
g
m

a
il.c

o
m

で

■
問
合
せ

℡
０
８
０-

３
０
７
８-

１
９
７
６

（
支
部
携
帯
）

海
部
支
部
／
静
岡
メ
ロ
ン
狩
り

と
浜
名
湖
豪
華
バ
イ
キ
ン
グ
温

泉
入
浴

■
日
程

七
月
十
四
日
（
日
）

※
詳
細
は
ハ
ガ
キ
に
て
案
内
し

ま
す

ひ
と
く
ち

映
画
情
報

「
岸
辺
の
ア
ル
バ
ム
」「
ふ
ぞ

ろ
い
の
林
檎
た
ち
」
な
ど
の
傑

作
ド
ラ
マ
で
知
ら
れ
、
昨
年
十

一
月
に
亡
く
な
っ
た
脚
本
家
・

山
田
太
一
さ
ん
の
小
説
「
異
人

た
ち
と
の
夏
」
の
映
画
化
。
英

国
に
舞
台
を
移
し
て
愛
と
孤

独
、
喪
失
と
再
生
、
家
族
へ
の

深
い
思
い
な
ど
を
描
き
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
の
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
で
暮
ら
す
ア
ダ
ム
（
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
）
は

四
十
代
の
脚
本
家
。
十
二
歳

の
時
、
両
親
を
交
通
事
故
で

失
っ
て
以
来
、
言
い
知
れ
ぬ

孤
独
と
喪
失
感
を
抱
え
て
生

き
て
き
ま
し
た
。

両
親
と
の
思
い
出
を
下
敷

き
に
し
た
新
し
い
作
品
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
彼

は
、
幼
い
頃
に
暮
ら
し
た
郊

外
の
町
を
訪
れ
ま
す
。
そ
こ

で
亡
く
な
っ
た
は
ず
の
両
親

と
め
ぐ
り
合
い
、
マ
ン
シ
ョ

ン
に
戻
る
と
謎
め
い
た
青
年

ハ
リ
ー
（
ポ
ー
ル
・
メ
ス
カ

ル
）
と
再
会
し
—
—
。

英
米
の
各
映
画
賞
で
作
品

賞
や
主
演
男
優
賞
な
ど
を
多

数
受
賞
し
て
い
ま
す
。
四
月

十
九
日
か
ら
全
国
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
。

全
建
愛
知
青
年
部
で
は
、
こ

の
一
年
間
の
活
動
経
過
や
決
算

を
報
告
し
、
今
後
の
活
動
方
針

や
予
算
案
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
「
定
期
総
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

四
十
歳
以
下
の
組
合
員
は
、

青
年
部
員
で
す
。
ぜ
ひ
、
第
五

十
二
期
定
期
総
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

青
年
部
員
同
士
、
交
流
を
深

め
、
団
結
力
を
さ
ら
に
強
め
、

組
合
及
び
建
設
業
界
を
活
性
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

五
月
二
十
六
日
（
日
）

受
付

午
後
三
時

開
会

午
後
三
時
三
十
分

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
会
費

無
料

■
申
込
・
問
合

青
年
部
担
当
の
石
原
・
安
井

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

青 年 部

第
５２
期
定
期
総
会
開
催

中中
止止
のの
おお
知知
らら
せせ

【
シ
ニ
ア
倶
楽
部
／
第
５２
期
総
会
】

四
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
、
五
月
二
十
二
日

（
水
）
開
催
予
定
の
シ
ニ
ア

倶
楽
部
／
第
五
十
二
期
総
会

で
す
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
招
集
開
催
を
「
中
止
」

し
、
書
面
に
て
「
通
信
総
会
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご案内

年年金金共共済済ままごごこころろ
口数変更受付します

年金共済まごころは、相互扶助の精神に基づき、

公的年金の補完、組合員の在籍中および老後の生活

安定を図ることを目的としています。

【加入資格】

掛金払込期間満了日までの期間が満３年以上ある

年齢満18歳以上満67歳未満の組合員さんとその

同居のご家族となります。

【掛金】

１口あたり５千円とし、最低１口以上最高20口

まで加入できます。

※掛金１口あたり50円の制度運営費が含まれてお

り、掛金から制度運営費を差引いた金額が保険

料となります。

【掛金の払込】

ご指定の金融機関口座から毎月自動振替されま

す。（引落口座はご加入者本人の名義に限ります。）

今回は、次のとおり月払掛金の見直（増減口数変

更）を受付します。

◎受付期間

増額は毎月受付します。

令和６年 ５ 月１日～令和６年 ５ 月31日（減額）

令和６年11月１日～令和６年11月30日（減額）

また、６月10日～９月10日までの期間中に１

回１口あたり10万円とし、最高999口まで一時

払積増をすることができます。（一時払積増には制

度運営費はありません。）

計画的な積立で、老後のゆとりある生活に備えま

しょう。

ご加入・口数変更等のお問い合わせは、組合まで

お気軽にご連絡ください。

５月 こよみ熱中症対策の日ピック
アップ １日 メーデー、八十八夜

３日 憲法記念日

４日 みどりの日

５日 こどもの日、立夏、

熱中症対策の日

６日 マシュマロの日

８日 世界赤十字デー

10日 愛鳥週間（～16日）

12日 母の日

15日 沖縄本土復帰記念日、

葵祭（京都市）

20日 小満

26日 競馬・日本ダービー

28日 プロ野球セ・パ交流戦

（～６月16日）

31日 世界禁煙デー

（５月５日）

熱中症を防ぐ、こまめな水分補給

を奨励するために制定されました。

暦の上では夏となる、二十四節気の

「立夏」に合わせています。一般社

会法人日本気象協会と、日本コカ・

コーラ株式会社が共同で2014年、

日本記念日協会に申請し、認定され

ました。

厚生労働省によると、業務中に熱

中症による死傷者数は2023年が

1045人（速報）。この10年でワー

スト２の多さです。特に、暑くなり

始める５月は体が慣れていないのた

め、熱中症の注意が必要です。

ー
参
加
者
募
集
中
ー
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◎
学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
す
ね

春
休
み
に
帳
簿
に
興
味
を

持
っ
た
中
学
生
の
息
子
が
日
商

簿
記
三
級
の
資
格
に
挑
戦
し
合

格
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
学
び
を
深
め

て
欲
し
い
で
す
。

【
大
府
市
／
江
口
祐
子
さ
ん
】

※
興
味
を
持
っ
て
行
動
に
移
す
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す

◎
成
長
は
早
い
で
す
ね

八
人
目
の
孫
が
早
や
一
才
。

孫
の
成
長
は
早
い
も
の
で
す
ね
～
。

娘
も
仕
事
に
復
帰
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
戦
争
で
す
ね
～
。

【
瑞
穂
区
／
松
芳
純
子
さ
ん
】

※
両
立
は
大
変
で
す
が
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

◎
お
花
が
大
好
き
で
す

桜
の
花
も
開
花
を
始
め
、
我

が
家
の
庭
も
春
満
開
で
す
。

芝
桜
が
満
開
で
と
て
も
き
れ

い
で
す
。

五
月
に
入
っ
た
ら
、
又
、
花

の
植
替
え
に
大
変
で
す
。
と
に

か
く
花
が
大
好
き
で
す
。

【
豊
明
市
／
日
高
ユ
ミ
子
さ
ん
】

※
癒
さ
れ
ま
す
ね

◎
趣
味
を
再
開

ふ
と
思
い
つ
き
刺
繍
糸
の
整

理
を
始
め
た
ら
百
五
十
色
程
度

あ
り
、
せ
っ
か
く
な
の
で
久
し

振
り
に
本
を
見
な
が
ら
刺
繍
を

再
開
し
ま
し
た
。
大
き
な
作
品

に
取
り
か
か
っ
た
の
で
完
成
は

ま
だ
先
で
す
が
、
静
か
に
針
先

だ
け
を
見
て
過
ご
す
時
間
は
良

い
も
の
で
す
！

【
天
白
区
／
竹
内
依
子
さ
ん
】

※
自
分
だ
け
の
時
間
っ
て
贅
沢
で
す
ね

◎
鳥
は
カ
ワ
イ
イ
で
す
ね

春
に
な
る
と
我
が
家
の
小
さ

な
庭
に
ハ
ト
や
ス
ズ
メ
の
夫
婦

が
子
作
り
の
準
備
に
大
忙
し
。

も
う
す
ぐ
小
鳥
（
赤
ち
ゃ

ん
）
の
声
が
ピ
ー
チ
ク
・
パ
ー

チ
ク
と
楽
し
み
で
す
。

【
春
日
井
市
／
曽
我
美
代
子
さ
ん
】

※
春
の
訪
れ
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
ね

◎
時
が
経
つ
の
は
早
い
で
す

長
男
が
六
年
生
、
次
男
は
三

年
生
で
す
。

つ
い
こ
の
間
、
病
院
で
無
事

生
ま
れ
て
く
れ
て
喜
ん
だ
の
が

早
い
で
す
ね
。

親
と
し
て
気
を
引
き
し
め
て

日
々
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
と
思

い
つ
つ
。

子
供
と
共
に
成
長
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
南
区
／
管
さ
や
か
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
の
成
長
も
楽
し
み
で
す
ね

◎
旅
行
は
楽
し
い
で
す

三
月
末
九
州
旅
行
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
土
地
の
お
い
し
い

物
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。

宮
﨑
県
高
千
穂
岩
戸
に
行
っ

た
ら
め
ず
ら
し
い
物
を
見
ま
し

た
。
国
歌
の
君
が
代
の
歌
に
あ

る
、
さ
ざ
れ
石
が
あ
り
ビ
ッ
ク

リ
思
わ
ず
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
岐
阜
か
ら
奉
納
さ
れ
た
と

あ
り
ま
し
た
。
得
し
た
気
分
で

し
た
。

【
守
山
区
／
佐
藤
詔
子
さ
ん
】

※
貴
重
な
も
の
を
見
ま
し
た
ね

◎
山
菜
大
好
き
で
す

今
年
も
山
菜
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
先
週
、
山
に
行
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
早
か
っ
た
の

で
、
今
週
の
休
み
に
ま
た
早
起

き
し
て
採
り
に
行
っ
て
き
ま
す
。

こ
し
あ
ぶ
ら
の
天
ぷ
ら
楽
し

み
～
！！

【
一
宮
市
／
加
藤
由
佳
さ
ん
】

※
こ
し
あ
ぶ
ら
の
天
ぷ
ら
、ど
ん
な
味
で
し
ょ
う
？
食
べ
て
み
た
い

◎
幸
せ
な
家
庭
で
す

妊
娠
六
ケ
月
の
妻
と
一
歳
五

ケ
月
の
息
子
の
お
腹
が
そ
っ
く

り
。
「
バ
ナ
ナ
の
食
べ
す
ぎ
か

な
ぁ
」
と
妻
に
尋
ね
る
と
「
夢

と
希
望
が
詰
ま
っ
て
い
る
の

よ
」
と
の
回
答
が
。

「
も
ち
ろ
ん
私
も
ね
ー
」
と

言
う
マ
マ
。
夏
の
出
産
ガ
ン

バ
っ
て
ね
。

【
弥
富
市
／
宇
佐
美
徹
さ
ん
】

※
素
敵
な
回
答
！
幸
福
を
感
じ
ま
す

◎
シ
ン
プ
ル
イ
ズ
ベ
ス
ト
！

家
で
簡
単
に
作
れ
る
物
！
な

ん
と
、
牛
乳
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
で

フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
を
作
っ
て

み
ま
し
た
～
。
翌
日
、
食
べ
て

み
た
ら
濃
厚
で
と
っ
て
も
お
い

し
い
チ
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

お
す
す
め
で
す
。

【
名
東
区
／
福
山
正
晴
さ
ん
】

※
試
し
て
み
ま
す

◎
夫
婦
仲
良
く

五
月
五
日
は
結
婚
記
念
日
で

す
。
今
年
で
三
十
三
年
に
な
り

ま
す
。

ど
う
り
で
子
供
達
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
訳
で
す
。
夫
婦
仲

良
く
暮
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

【
一
宮
市
／
小
川
玉
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
仲
良
く
♪

◎
メ
ダ
カ
を
育
て
て
い
ま
す

今
年
も
メ
ダ
カ
の
お
世
話

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

エ
サ
や
り
・
水
の
管
理
・
卵

が
生
ま
れ
た
ら
別
の
水
槽
へ
と

移
し
た
り
と
楽
し
い
日
常
を
大

事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

【
安
城
市
／
鈴
木
智
子
さ
ん
】

※
そ
の
心
持
ち
が
素
敵
で
す

◎
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た

冬
に
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
色
々
な

花
が
一
斉
に
咲
き
始
め
ま
し

た
。と

っ
て
も
き
れ
い
で
す
。
春

は
い
い
で
す
ネ
。

【
一
宮
市
／
武
藤
都
子
さ
ん
】

※
気
持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね

◎
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
き
ま
す

毎
年
仕
事
が
一
旦
落
ち
着
き

暇
に
な
る
こ
の
時
期
、
膝
の
悪

く
な
っ
た
両
親
の
為
に
購
入
し

た
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
と

チ
ェ
ア
の
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
、

今
年
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
き
ま

く
る
。

【
田
原
市
／
舛
本
葉
子
さ
ん
】

※
春
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
季
節
で
す
ね

◎
桜
は
イ
イ
で
す
ね

今
年
は
桜
の
開
花
が
少
し
遅

れ
ま
し
た
ネ
。

住
ま
い
か
ら
桜
の
木
が
見
え

ま
す
。
今
年
は
休
日
と
桜
の
満

開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い
ま
し

た
の
で
ベ
ラ
ン
ダ
に
サ
マ
ー

チ
ェ
ア
を
置
い
て
満
開
の
桜
を

ネ
タ
に
晩
酌
し
ま
し
た
。
至
福

の
時
で
す
。「
花
よ
り
ダ
ン
ゴ
」

で
す
。

【
南
区
／
小
森
伸
次
さ
ん
】

※
春
は
や
っ
ぱ
り
外
で
飲
み
た
い
で
す

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

③
緑
玉
石
と
も
呼
ば
れ
る
五
月

の
誕
生
石
。
…
…
グ
リ
ー
ン

⑦
セ
メ
ン
ト
製
造
の
原
料

⑨
Ａ
Ｉ
は
「
人
工
…
…
」

⑪
日
本
国
の
別
名
。
大
和
…
…

⑬
…
…
サ
イ
ン
は
「
行
け
」
「
進

行
せ
よ
」
の
合
図
で
す

⑭
生
兵
法
は
大
け
が
の
…
…

⑯
囲
碁
に
は
必
需
品
で
す

⑰
ポ
ツ
ン
と
あ
る
島

⑱
ア
ル
プ
ス
地
方
特
有
の
民
謡

⑳
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一
種
で
、
ス
タ
ン

プ
や
既
読
機
能
も
あ
り
ま
す

㉑
五
番
目
に
太
陽
に
近
い
惑
星

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
楽
譜
を
書
く
た
め
の
用
紙

②
…
…
蜂
。
…
…
蝋

③
人
工
…
…
星
。
…
…
星
放
送

④
巨
大
な
こ
と
。
百
万
倍
を
表

わ
す
。
…
…
ヘ
ル
ツ
。
…
…

ト
ン

⑤
お
子
様
…
…
に
は
旗
が
立
っ

て
い
ま
す

⑥
縄
文
時
代
の
土
で
作
っ
た
人
形

⑧
母
の
日
の
花

⑩
…
…
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る

⑫
童
謡
こ
い
の
ぼ
り
「
お
お
き

い
…
…
は
お
と
う
さ
ん
」

⑮
…
下
暗
し

⑯
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
・
視
覚
効
果
賞

を
受
賞
し
た
『
…
…-

１
・
０
』

⑰
ワ
イ
ン
の
瓶
の
栓

⑲
示
威
運
動
の
行
進

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所

・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き

た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
五
月

十
日
（
金
）
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

ハ
ル
キ
ャ
ベ
ツ

■
当
選
者

久
保

隆
治
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
六
月
号
の
原
稿
締
切

五
月
七
日
（
火
）

【
編
集
後
記
】

◎
二
回
目
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
作

成
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

自
分
と
し
て
は
納
得
の
い

く
作
成
が
出
来
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
六
月

号
は
五
月
号
よ
り
も
、
皆

さ
ん
が
読
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

○し
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